
～飲食業/小売業編～







スマレジとは？

①iPadを利用した従来よりも安価で高性能なPOSレジ
②決済連携でクレジットや電子マネー対応
③軽減税率制度対応
④軽減税率対策補助金で最大40万円補助
業種問わず多くの店舗や施設でご利用いただいています！
連携システムも多く、導入件数は現在も増加中！



R4スマレジ連携とは？

日次
売上データ

連携用
CSVデータ変換

CSV取込

①スマレジの売上情報を日次単位で取得
②R4へ取り込める連携用CSVデータへ変換
③財務応援・財務顧問でCSV取込の実施
④自動仕訳の実行



連携によるメリットを受けやすい条件

①会計の支払い方法が3種類以上ある
例）

②前受金処理（取り置き）の会計がある
例）

現金・クレジット・電子マネーなど

コーヒーチケット・回数券など





軽減税率制度の概要

平成31年10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が8％から10％に引き上げられます。
この税率の引き上げと同時に消費税の軽減税率制度が実施されます。

税率

軽減税率の
対象品目

事業者における
対応

仕入税額控除の
要件

税額計算の特例
（経過措置）

・標準税率は10％（消費税率7.8％、地方消費税率2.2%）
・軽減税率は8%（消費税率6.24％、地方消費税率1.76%）
※消費税額には78分の22を掛けて地方消費税を計算

・酒類を除く飲食料品（外食は含めない）
・週2回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの）

・売上、仕入（経費）を税率ごとに区分経理
・区分経理に対応した請求書等の交付

・平成31年10月1日~帳簿及び区分記載請求書等の保存
（区分記載請求書等保存方式）
・平成35年10月1日~帳簿及び適格請求書等の保存
（適格請求書等保存方式）

・税率ごとの区分経理が困難な中小事業者に対する売上税額または、
仕入れ税額の計算の特例



消費税軽減税率制度の対象品目

出典資料：
「今日から始める消費税軽減税率対策」２P



事業者における対応

飲食料品の売上・仕入の
両方がある課税事業者の方
（例）スーパーマーケット、

飲食業など

・売上や仕入について取引ごとの税率により区分経理を行うことや、
区分記載請求書等を交付する必要があります。

飲食料品の売上がなくとも
飲食料品の仕入（経費）が
ある課税事業者の方

（例）会議費や交際費として
飲食料品を購入する場合

・仕入（経費）について取引ごとの税率により区分経理を行う等の
対応（例:建築資材と茶菓子等）が必要になります。

免税事業者の方 ・課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の交付を
求められる場合があります。





軽減税率対策補助金対象POSレジ

自己負担額を約 分の に抑えられます！３ １

※スマレジの場合（A-3型利用）





キャッシュレス・消費者還元事業とは

平成31年度予算額
2,798億円（新規）

2019年10月~2020年6月まで

消費者がキャッシュレス決済手段を用いて
中小・小規模の小売店・サービス業者・飲食店等で
支払いを行った場合、決済金額の一部を消費者に還元します。

消費者への還元

中小小売、飲食、宿泊など ５％還元

コンビニ、外食、ガソリンスタンドなど
大手系列チェーン店

２％還元

百貨店など大企業や病院、
住宅など一部除外業種

還元無し



中小企業事業者へのメリット

中小企業事業者がキャッシュレス決済を導入する際に、
必要な端末等導入費用の1/3を決済事業者が負担することを前提に、残りの2/3を国が補助します。

決済端末の導入補助

決済端末の事業者の負担金が実質ゼロ

中小企業事業者がキャッシュレス決済を導入する際に、
決済事業者に支払う加盟店手数料の1/3を期間中補助します。

決済手数料の補助

加盟店手数料は制度開始に伴い3.25%以下になり
さらに期間中は最大でも2.16%の負担のみ



告知内容

キャッシュレス・消費者還元事業専用HP
（https://cashless.go.jp/）

https://cashless.go.jp/




ネットショッピングで有名な楽天が提供している電子決済端末
手数料は3.24%～で、導入のしやすさは◎
電子マネーやクレジットカードまで、支払い方法の対応枠は、
業界でもトップクラス！
さらに売上金額が最短翌日入金可能で、資金繰りも安心！

≪楽天pay≫

スマートフォンで決済するサービス
楽天payと違い、クレジットカードの取り扱いは行えないが、
利用者が常時2％OFFや店舗からの情報更新など、
ユーザへのアプローチ力が強い決済端末！

≪origamipay≫

おすすめ決済サービス



導入実績からみた組み合わせ

スマレジと楽天Payの連携で、店舗での誤入力防止と、
キャッシュレス推進により、売上の増加が見込まれます。
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